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今回開発したエココートⓇ -S はめっき組織を制御することで
耐食性を大幅に向上させ、今後広まるバイオ燃料にも対応で
きるように工夫したものです。耐食性に優れるため、板厚の薄
肉化が可能で、車の軽量化に貢献でき、リサイクル性・燃料
の耐透過性に優れた環境適合に配慮した製品です。国内の
殆どのユーザーがエココートⓇ -S に切り替え中で、海外にも
展開中です。これからも環境に配慮したエコプロダクトを開発
していきたいと考えます。
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耐食性を飛躍的に向上させた環境適合燃料タンク用
鋼板（エココートⓇ ｰＳ ）の開発

受賞件名

劣化したバイオディーゼル燃料や、水分を含むバイオエタノール混合燃料等の厳しい環境

でも、高い耐食性を発揮する燃料タンク用の錫高い耐食性を発揮する燃料タンク用の錫--亜鉛めっき鋼板を開発亜鉛めっき鋼板を開発。

サブミクロンオーダーでの微細・精緻なめっき組織制御を、従来と変わらない生産性で広範

囲に亘って安定的に実現する制御技術を開発。

案件の概要

1901年（明治34年）に官営八幡製鉄所として創業。
自動車用鋼板や鉄道用レールなどを製造する業界のリーディング企業。

図１ 開発鋼板（エココートⓇ－Ｓ）のめっき組織
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めっき初期にサブミクロンオーダーの
微細な凝固核（右）を生成させて
、理想的なめっき組織（左）を実現
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図２ 腐食試験結果の例
（軽油＋劣化バイオディーゼル油＋水、
市場10年間に相当する促進試験結果）
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